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クイックスタート

このドキュメントは、Oracle Solaris 11.1オペレーティングシステムをインストールす
ること、およびインストール済みのシステムを更新することについてのクイックス
タートガイドです。

実行する操作
次のいずれかのオプションを選択します。

■ 簡易インストール – Oracle Solaris 11.1オペレーティングシステムの単純な対話型
インストールを実行します。

■ 自動インストール –ネットワーク上のインストールサーバーを使用して、1つ以
上のクライアントシステムに対してOracle Solaris 11.1オペレーティングシステム
を手入力なしで自動インストールします。

■ ソフトウェアの追加または更新 –既存のOracle Solaris 11.1システムに新規ソフト
ウェアを追加したり、インストール済みソフトウェアを更新したりします。

簡易インストール
簡単インストールを実行するには、最初に、システム要件のチェック、必要なデバ
イスドライバの追加、および必要なパーティション分割の設定を含む、インス
トールのためのシステムの準備を行います。詳細は、『Oracle Solaris 11.1システムの
インストール』の第 2章「インストールの準備」を参照してください。

1第 1 章
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インストールを実行する準備ができたら、GUIインストーラまたはテキストインス
トーラのどちらかを使用できます。どちらのインストーラも、事前設定された単純
な対話型インストールツールです。

■ 『Oracle Solaris 11.1システムのインストール』の第 3章「Live Mediaの使用」 – x86
システムのみ

■ 『Oracle Solaris 11.1システムのインストール』の第 4章「テキストインストーラの
使用」 – x86および SPARCシステム

自動インストール
自動インストーラツールを使用することで、ネットワーク上のインストール
サーバーを使用して、1つ以上のクライアントシステムに対してOracle Solaris 11.1オ
ペレーティングシステムを手入力なしで自動インストールできます。

自動インストーラの概要情報については、『Oracle Solaris 11.1システムのインス
トール』の次のセクションを参照してください。

■ 『Oracle Solaris 11.1システムのインストール』の「自動インストールとは」
■ 『Oracle Solaris 11.1システムのインストール』の「自動インストーラの使用方
法」

■ 『Oracle Solaris 11.1システムのインストール』の「自動インストーラの使用事
例」

インストールサーバーをまだ設定していない場合、『Oracle Solaris 11.1システムのイ
ンストール』の第 8章「インストールサーバーの設定」を参照してください。

サーバーを設定したあと、自動インストールの準備および実行には、次のタスクが
含まれます。実行する準備ができたタスクを選択します。

■ 『Oracle Solaris 11.1システムのインストール』の第 9章「インストールのカスタマ
イズ」

■ 『Oracle Solaris 11.1システムのインストール』の第 10章「クライアントシステム
のプロビジョニング」

■ 『Oracle Solaris 11.1システムのインストール』の第 11章「クライアントシステム
の構成」

■ 『Oracle Solaris 11.1システムのインストール』の第 12章「ゾーンのインストール
と構成」

■ 『Oracle Solaris 11.1システムのインストール』の第 14章「クライアントシステム
のインストール」

自動インストール
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ソフトウェアの追加または更新
Oracle Solaris 11ソフトウェアは、Oracle Solaris 11イメージにインストールされる
Image Packaging System (IPS)パッケージとして配布されます。IPSの概要について
は、次のリソースを参照してください。

■ 『Oracle Solaris 11.1ソフトウェアパッケージの追加および更新』の第 1章「Image
Packaging Systemの概要」

■ Using Image Packaging System (IPS) to Install and Update Software (オンラインデモ)

既存のOracle Solaris 11.1システムに新規ソフトウェアを追加したり、インストール済
みのソフトウェアを更新したりするには、GUIツールまたは pkgコマンドを使用でき
ます。

■ GUIツールを使用すると、既存のOracle Solaris 11.1イメージにソフトウェアを簡
単に追加および更新できます。

GUIツールの詳細については、『Oracle Solaris 11.1ソフトウェアパッケージの追
加および更新』の第 2章「IPSのグラフィカルユーザーインタフェース」を参照
してください

■ pkgコマンドを使用すると、ソフトウェアパッケージに関する情報を取得した
り、インストールするパッケージを検索したり、パッケージを追加および更新し
たりすることができます。

pkgコマンドをこれらの目的で使用することについて詳しく学習するには、次を
参照してください。
■ 『Oracle Solaris 11.1ソフトウェアパッケージの追加および更新』の第 3章「ソ
フトウェアパッケージに関する情報の取得」

■ 『Oracle Solaris 11.1ソフトウェアパッケージの追加および更新』の第 4章「ソ
フトウェアパッケージのインストールおよび更新」

また pkgコマンドを使用すると、たとえば一部のパッケージを特定のバージョン
にロックしたり、インストール可能なイメージ全体のオプションソフトウェアを
設定したりするなど、インストールされるイメージの内容を管理できます。pkg

コマンドをこれらの目的で使用することについては、『Oracle Solaris 11.1ソフト
ウェアパッケージの追加および更新』の第 5章「インストールされるイメージの
構成」を参照してください。

独自のローカルパッケージリポジトリを設定する方法について学習するに
は、『Oracle Solaris 11.1パッケージリポジトリのコピーおよび作成』を参照してくだ
さい。
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